
（８）体操競技 
 

１ 期  日    新 体 操    平成 27年７月 18日（土）～19日（日） 

体操競技       平成 27年７月 19日（日）～20日（月） 

 

２ 会  場     熊谷スポーツ文化公園 彩の国くまがやドーム体育館 

〒360-0004    埼玉県熊谷市上川上 300          TEL 048-526-2004 

 

３ 競技日程     別紙日程表による。 

 

４ 種別及び参加人員 

種     別 監 督 選 手 
予備登録

選手 
参加都県数 小 計 合 計 

成年男子 競 技 １ ５ ０ ８ 48 

256 

成年女子 競 技 １ ５ ０ ８ 48 

少年男子 競 技 １ ５ ０ ８ 48 

少年女子 
競 技 １ ５ ０ ８ 48 

新体操 １ ５ ２ ８ 64 

 

５ 競技上の規程および方法 

(1) 公益財団法人日本体操協会制定の競技規則による。 

(2) 体操競技の競技方法 

成年男女および少年男女ともに１チームの選手は５名とする。（５－５－４方式） 

ア 成年 （団体総合競技） 

① 男子は、ゆか、あん馬、つり輪、跳馬、平行棒、鉄棒の６種目の自由演技を行う。 

成績順位は、６種目の各ベスト４の得点総合計によって決定する。 

② 女子は、跳馬、段違い平行棒、平均台、ゆかの４種目の自由演技を行う。 

成績順位は、４種目の各ベスト４の得点総合計によって決定する。 

なお、成年男女の詳細な適用ルールについては、別途、公益財団法人日本体操協会から都道府県

協会に通達する。 

イ 少年  （団体総合競技） 

① 男子は、ゆか、あん馬、つり輪、跳馬、平行棒、鉄棒の６種目の自由演技を行う。 

成績順位は、６種目の各ベスト４の得点総合計によって決定する。 

② 女子は、跳馬、段違い平行棒、平均台、ゆかの４種目の自由演技を行う。 

成績順位は、４種目の各ベスト４の得点総合計によって決定する。 

なお、成年男女の詳細な適用ルールについては、別途、公益財団法人日本体操協会から都道府県

協会に通達する。 

(3) 新体操の競技方法 

ア 競技内容   少年女子  団体競技  *当該年の全国高校総体で採用された種目と同一とする 

個人競技  （フープ・ボール・クラブ・リボン） 

  成績順位は、以下の合計点によって決める。 

団体競技の得点及び個人競技の得点（４種目４演技×1/4）の合計 
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イ 団体競技について 

各都県に団体チームを編成し、演技者は５名とする。 

ウ 個人競技について 

個人競技の演技者として、団体の５名のうちから４名だけが出場できる。 

(4) 同点・同順位の場合の関東ブロック予選通過チームの決定                                        

公益財団法人日本体操協会制定の予選順位決定方法により決定する。 

 

６ 参加資格・所属都県及び選手の年齢基準 

第70回国民体育大会関東ブロック大会「総則８ 参加資格・所属都県及び年齢基準」に定めるものの

ほか、次による。 

少年（競技）種別に参加できる選手は、平成12年４月２日から平成13年４月１日までの間に生まれ

た中学３年生を含むものとする。また、競技種別などを重複して出場することはできない。 

なお、監督は、公益財団法人日本体育協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認体操コーチ（体操

競技・新体操）、または、公認体操上級コーチ（体操競技・新体操）のいずれかの資格を有する者であ

ること。 

第70回大会における特例として、平成27年10月１日付認定予定者については、公認資格取得者と同

等の者として扱う。 

 

７ 参加上の注意事項 

選手は、定期健康診断はもとより、競技会直前の健康診断などにより、適切な健康管理がなされたもの

とする。 

 

８ 参加申込・宿泊申込について 

(1) 第70回国民体育大会関東ブロック大会総則、宿泊要項を熟読のうえ、参加申込書、参加者負担金及

び宿泊申込書等を定められた期限までに、指定されたＷｅｂページ及び場所に提出すること。 

なお、到着しない場合は理由のいかんを問わず、大会への参加を認めない。 

(2) 宿泊業務取扱機関は「株式会社日本旅行埼玉支店」とする。 

 

９ 予選通過都県チーム数 

成年男子 成年女子 少年男子 少年女子 

体操競技 体操競技 体操競技 体操競技 新体操 

２ １ ６ ５ ５ 

 

10 その他 

(1) 伴奏音楽について 

体操競技女子の競技における伴奏音楽は、ＣＤによることとする。 

新体操の競技における伴奏音楽は、ＣＤによることとする。 

(2) 跳躍板について 

跳馬は、スプリング式（ハード・ソフト）を使用する。（バネの取り外しはできない） 

(3) ゆかフロアについて 

ゆかフロアは、「スプリング式」を使用する。 

(4) 予選通過都県チームに対し、「予選通過認定書」を授与する。 
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